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生を卒業時のトータル GPA で“ 4 以下－ 3 以上”，“ 3 未








ことを考慮して，学生を卒業時のトータル GPA で“ 4 以
下－ 3 以上”，“ 3 未満－ 2 以上”，“ 2 未満－ 0 以上”の 3
つの集団に分類し，インタラクティブ・ポートフォリオの
学修効果を検証するために， 1 年次から 2 年次になったと
きの応答率の変化が期間 GPA の変化に与える影響と， 2
図 4　電子出席簿
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るために，図 5 から図 7 に応答率の変化が期間 GPA の変
化に及ぼす影響を示す．各グラフは，卒業時のトータル
GPA で“ 4 以下－ 3 以上”（図 5 ），“ 3 未満－ 2 以上”（図
6 ），“ 2 未満－ 0 以上”（図 7 ）の 3 つの集団に分類されて
いる．さらに， 1 年次から 2 年次に移行する時点での影響
と， 2 年次から 3 年次（最終学年）に移行する時点での影
響を見ている．“ 4 以下－ 3 以上”，“ 3 未満－ 2 以上”の集
団のグラフの回帰直線のｙ切片を見ると，学年進行ととも
に低くなり，履修科目の難易度の上昇が分かる．また，回
帰直線の傾きにおいて“ 1 年次から 2 年次”ではインタラ
クティブ・ポートフォリオの学修効果の増加傾向はなく，
“ 2 年次から 3 年次”では増加傾向が現れる．これは，学
生が最終学年となり，教員の指導に対して真摯に向き合う
姿勢が生まれ，その指導に従い学修時間も増加するためで
ある．この傾向が，“ 4 以下－ 3 以上”より“ 3 未満－ 2 以
表 1　GPAグループとインタラクティブ・ポートフォリオの利用状
況の関係
GPA グループ Ａ Ｂ Ｃ
GPA グループ基準 3.0以上 3.0未満－2.0以上 2.0未満
応答率（％） 96.1 103.0 88.0
対話率（％） 15.8  17.4 24.0
















上”のほうが顕著であるのは，“ 4 以下－ 3 以上”のトータ
ル GPA を有する学生は，期間 GPA を常に高い状態を維持
してきたため，すでに高い期間 GPA をさらに上昇させる
ことが容易ではないことを示している．“ 2 未満－ 0 以上”
の集団においては，回帰直線のｙ切片が“ 1 年次から 2 年
次”より“ 2 年次から 3 年次”のほうが高い．また，回帰
直線の傾きは“ 1 年次から 2 年次”と“ 2 年次から 3 年次”
で差はなく，ともに大きい．
　なお，トータル GPA が 3 以上の集団の“ 2 年次から 3



















“ 2 未満－ 0 以上”の集団に注目すると，回帰直線のｙ切
片が“ 1 年次から 2 年次”より“ 2 年次から 3 年次”のほ
応答率の変化






図 6　GPA（ 3未満 2以上）グループとインタラクティブ・ポートフォリオの応答率の相関
応答率の変化












修効果は証明されたといえる．しかし，図 5 から図 8 のグ
ラフを確認すると，横軸つまり応答率の変化が“ 0 ％未満，
－40％以上”の範囲に学生が多く，学年進行にともない減
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応答率の変化
⒜ 1 年次から 2 年次 ⒝ 2 年次から 3 年次
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図 8　休退学者グループとインタラクティブ・ポートフォリオの応答率の相関
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